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生
駒
山
口
神
社
の
本
殿
と
割
拝
殿

守
護
神
迎
え「
オ
ハ
キ
ツ
キ
」

竜
田
川
の
支
流
、
檪
原
川

の
す
ぐ
横
に
あ
る
神
社
で
、

丘
陵
中
段
に
立
地
し
て
い
ま

す
。
平
群
谷
の
各
所
よ
り
遠

望
で
き
、
生
駒
山
系
の
守
護

神
と
み
ら
れ
、
谷
奥
の
水
源

と
山
の
入
り
口
を
守
る
神
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
滝
の
宮
と

も
呼
ば
れ
、
元
は
南
西
の
滝

の
付
近
に
所
在
し
ま
し
た
。

貞
観
元
（
８
５
９
）
年
正

月
に
正
五
位
下
に
昇
叙
、
正

暦
５
(
９
９
４
)
年
に
は
疫
病

退
散
な
ど
の
祈
願
の
た
め
宣

命
使
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

平
安
時
代
の
神
社
一
覧
の

「
延
喜
式
神
名
帳
」
に
は
伊

古
麻
山
口
神
社
（
大
・
月
次

・
新
嘗
）
と
あ
り
、
官
幣
に

預
か
っ
て
い
ま
し
た
。

奈
良
県
内
に
山
口
神
社
は

社
あ
り
一
般
に
大
山
祗

命
を
祭
り
ま
す
が
、
こ
の

社
の
祭
神
は
素
戔
嗚
尊
・

櫛
稲
田
姫
命
で
す
。
石
鳥

居
を
く
ぐ
り
、

余
り
の
急

な
石
段
を
登
る
と
境
内
が
広

が
り
ま
す
。
本
殿
は
一
間
社

春
日
造
り
朱
塗
り
、
割
拝
殿

に
は
「
祇
園
社
」
の
扁
額
が

掛
か
り
、
境
内
に
は
高
さ
１

２
１
㌢
の
砲
弾
や
旧
檪
原
橋

の
擬
宝
珠
付
欄
干
も
。

月
の
第
２
日
曜
日
に
行

わ
れ
る
秋
の
大
祭
の
宵
宮
ま

で
の
１
週
間
、
「
オ
ハ
キ
ツ

キ
」
と
呼
ば
れ
る
神
事
が
催

さ
れ
ま
す
。
こ
の
神
事
は
本

当
屋
の
家
に
神
様
を
迎
え
る

御
旅
所（
オ
ハ
キ
）を
築
き
、

本
当
屋
と
敬
与
人
の
２
人
が

檪
原
川
で
禊
ぎ
を
行
っ
て
神

様
を
送
迎
し
お
も
て
な
し
を

す
る
お
祭
り
で
、
平
成

年

に
奈
良
県
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

喜
多
村
英
夫
）


